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膀 胱 原 発 小 細 胞 癌 の1例
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                  A CASE REPORT 
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   A 64-year-old man presented with asymptomatic gross hematuria. Cystoscopy revealed a non-

papillary broad-based tumor on the posterior wall of the bladder. He had no evidence of metastases. 
Urine cytology showed a cluster of molded tumor cells with naked hyperchromatic nuclei, which 
indicated small cell carcinoma. He received preoperative irradiation to the bladder and underwent 

partial cystectomy. Pathological examination of the specimen showed small cell carcinoma at the 
stage of pT2. Two years after the operation, he had no evidence of recurrence. 

                                             (Acta Urol. Jpn.  46: 479-481, 2000) 
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緒 言

小 細 胞 癌 は肺 に好 発 す る腫瘍 で あ るが,肺 外 に原発

す る もの は比 較 的 稀 で あ る.膀 胱 原 発 小 細 胞 癌 は,

1981年Cramerら が初 め て報 告 して 以来,文 献 上130

例 以 上 報告 され て お り1'2),本 邦 で も近 年報 告 例 が増

加 して い る3)今 回 わ れ わ れ は,放 射 線 療 法 お よ び膀

胱 部 分 切 除術 に よ り治 療 した1例 を経験 した ので 報告

す る.

症 例

患 者:64歳,男 性

主 訴:肉 眼 的 血尿

既往 歴:胃 潰 瘍

家族 歴:特 記 事項 な し

現 病 歴:1997年ll月 頃 よ り肉眼 的血 尿 が 出現 し,12

月25日 当科 受 診 した.

検 査 成 績:一 般 検 血 生 化 学 検 査 は 正 常 範 囲 内 で

あ っ た.腫 瘍 マ ー カー(CEA,CAI9-9,SCC,PSA,

PAP,NSE)は 異 常 値 を認 め な か っ た.尿 細 胞 診 で

は,細 胞 質 が希 薄 で ク ロマ チ ンに富 む核 を もつ異 型細

胞 の密 集 を認 め,classVで 小 細 胞 癌 の診 断 で あ っ た

*現:京 都 大 学 医 学 部 泌尿 器 科 学 教 室

**現:慈 泉 会 相 澤病 院病 理 検 査 科

(Fig.1).

内視 鏡 検 査:膀 胱 後 壁 右側 に表 面 の 中心 が壊 死 組 織

で 覆 わ れ た非 乳 頭状 広 基 性腫 瘍 を認 め た.そ の他,膀

胱 尿 道 内 に異 常所 見認 め なか った.

X線 所 見:骨 盤 部CTで は膀 胱 後壁 よ り内腔 に突

出す る 直 径3.4×3.lcmの 腫 瘍 を 認 め た が,骨 盤 リ

ンパ 節 の 腫 大 は認 め な か った(Fig.2A).DIP,胸 部

X線 写 真,全 身骨 シ ンチ グ ラ フ ィーで は異常 所 見 を認

め な か っ た.

入 院後 経 過:経 尿 道 的 生 検 の病 理 診 断 は小細 胞 癌 で

Fig. 1. Urine cytology showing cluster of 

      molded tumor cells with hyperchro-

       matic naked nuclei. Reduced from 

       X 450.
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Fig.2.Computerizedtomographybef()re(A)

andafter(B)radiationtherapyshow-
ingmarkedregressionofthebladder
tumor.

あ っ た.1月7日 か ら30日 ま で膀 胱 に対 して 総 量40

Gyの 放 射 線 照 射 を実 施 した.腫 瘍 はCT上84%縮 小

した(Fig.2B).2月25日 膀 胱 部 分切 除術 を施 行 した.

骨 盤 リンパ節 郭 清 は行 わ なか った.

病 理 組織 診 断:HE染 色 で は充 実 性 また は シ ー ト状

に配 列 した 未分 化 な細胞 を認 めた(Fig.3).筋 層 浅 部

に浸 潤 を認 め,病 理学 的 深 達 度 はpT2で あ っ た.免

疫 組 織 学 的検 査 で はneuronspecificenolase(NSE),

synaptophysinで 強 陽性,cytokeratin,S-100で 弱 陽

性 を示 し,chromogranin,glial丘brillaryacidicpro一

欝
Fig.3.Photomicrographofthespecimen

showingsmallcellcarcinoma.H&

E,reducedl}om×160.

tein(GFAP)は 陰性であった.以 上の所見 より小細

胞癌 と確定診断した.

術後経過:術 後補助療法は実施しなかった.術 後2

年,再 発の徴候 を認めていない,

考 察

小 細 胞 癌 は肺 に好 発 す る腫 瘍 で あ るが,肺 以外 で も

結腸,直 腸,膵,子 宮,副 鼻 腔,唾 液 腺,咽 頭 な どの

部位 か ら発 生 す る こ とが 知 られ て い る4)こ の うち膀

胱 は小 細 胞 癌 の報 告 例 が 比較 的多 い臓 器 で あ り,膀 胱

腫瘍 全 体 の う ち0.48～1.1%に 発 生 す る と報 告 さ れ て

い る5'7)本 邦 で は 山 口 らが 医学 中央 雑 誌 よ り55例 集

計 して い る3)そ れ に よ る と,平 均 年 齢 は67歳 で,男

女比 は3.9:1と 男 性 に多 い.

小 細 胞 癌 の診 断 は病 理組 織 所 見 で確 定 され る が,悪

性 リ ンパ 腫 な ど と鑑 別 す る た め に,NSEやsynap-

tophysinな どに よ る免 疫 染 色 お よ び電 顕 で の神 経 内

分泌 穎 粒 の 存在 が 有 用 で あ る。 ま た,肺 小 細 胞 癌 の診

断 の 際 に 喀疾 や 肺 胞 洗 浄 液 の細 胞 診 が 利 用 さ れ て い

る.膀 胱 小細 胞 癌 で も,迅 速 な診 断 と治療 の た め に非

浸襲 的 な診 断法 で あ る尿 細 胞 診 の役 割 は重 要 と思 わ れ

る,し か し,本 症 例 の よ うに術 前 に尿 細胞 診 で小 細 胞

癌 と診 断 され た報 告 例 は少 な い8'10)Aliら は膀 胱 原

発小 細 胞 癌23例 の 尿細 胞 診 をretrospectiveに 検 討 し,

そ の特 徴 的 な所 見 を1)孤 立 散 在 性 の 配 列(isolated

singlecells),2)裸 核 状 ま た は 非 常 に 希 薄 な細 胞 質

(mostlynakednucleiseen),3)多 型 性 の 欠 如(mini-

malpleomorphismoranisonucleosis),4)細 胞 全 体

に しめ る腫 瘍 細 胞 の 高 い 比 率(hypercellurarity),5)

鋳 型 核(nuclearmolding),6)ク ロ マ チ ン の 増 量 お

よ び 不 明 瞭 な核 小 体(nuclearhyperchromasiaand

inconspiciousnucleori)と 報 告 して い る11)

膀 胱小 細 胞 癌 は急 速 に進 行 し予 後不 良 と言 わ れて い

るが,治 療 の選 択 につ い て は明 確 な結 論 が得 られ て い

な い.Abbasら は 膀胱 小細 胞 癌 の報 告例 を文 献 上135

例 集 計 し,2年 生 存 率20%,3年 生 存 率13.5%,5年

生存 率8%で あ った2)治 療 別 に予 後 を比 較 す る と膀

胱全 摘 除 術 お よび化 学 療 法 を実施 した症 例 が 最 も良 好

で あ った.Mackeyら は 自験 例7例 を含 む膀 胱 小 細 胞

癌106例 の報 告 例 に対 して統 計 的 解 析 を行 い,シ ス プ

ラチ ン を含 む化 学 療法 が生 存 期 間 の延 長 に寄 与 して い

る と結 論 付 け て い る12)Lohrischら はTUR-Bt施 行

後 に化 学療 法 お よ び放 射線 療 法 を実 施 した 膀胱 小 細 胞

癌10例 を検 討 した と こ ろ,2年 生 存 率70%,5年 生 存

率tl・1r%であ った13)Abbasら の 報 告 に比 べ て 生 存 率

が 良好 で あ る理 由 と して,腫 瘍 が膀 胱 に 限局 した 症 例

が 大 部 分 で あ る こ と を挙 げ て い る.Holmangら は

TUR-Btの 後 に放 射 線 照 射 を行 い5年 以 上 生 存 し た3

例 を報 告 して い るが.治 療 開始 時 い ず れ も腫 瘍 は膀 胱



粟 倉,ほ か:膀 胱 ・小 細 胞 癌

に限局 していた7)Lohrischら とHolmangら の報

告よ り,本 症例のように比較的早期に診断された場

合,膀 胱を温存する治療 を選択 しても予後が良好であ

る可能性が示唆されるが,今 後の症例の蓄積により明

らかになることが期待される.

結 語

膀胱原発小細胞癌の1例 を経験 したので苦干の文献

的考察を加えて報告 した.尿 細胞診で診断しえたこと

および膀胱を温存し良好な経過であることが,本 症例

において興味深い点であった.
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